日本国内最大級の電子ジャーナルプラットフォームJ-STAGE -- 国際発信力強化に向けた取り組み (特集 地域の研究成果を可視化する -- 各国データベースと評価) by 坪井 彩子
日本国内最大級の電子ジャーナルプラットフォーム
J-STAGE -- 国際発信力強化に向けた取り組み (特




経済研究所 / Institute of Developing








































































































































































る グ ロ ー バ ル な 電 子
































































14 アジ研ワールド・トレンド No.259（2017. 5）
体」を中心に、我が国における主要学術団体を掲
載する学会名鑑に収録されている学協会数2008件
（2016年3月末現在）。
⑵  JSTが運営する研究者情報、文献情報、特許情報、
研究課題情報、機関情報等を総合的に検索可能な
学術情報データベース。
⑶  J-STAGEウェブサイト「外部検索サービスとの連
携について」（https://www.jstage.jst.go.jp/pub/
html/AY04S250_ ja.html）にて連携中の検索サー
ビス一覧を掲載している。
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●おわりに
本稿では、国内最大級の電子ジャーナルプラット
フォームであるJ-STAGEの現況や、国内外からの利
用状況、国際発信力強化に向けた取り組みについて紹
介した。J-STAGEでは、掲載記事へのDOIの付与、外
部サービスとの連携、セミナーの開催等に加え、公開
インターフェイスの刷新にも注力し、開発を進めてい
る。これらを通し、日本の優れた研究成果の国際発信
に貢献するサービスとして発展を続けてゆきたい。
（つぼい　あやこ／国立研究開発法人科学技術振興機
構知識基盤情報部研究成果情報グループ主査）
《注》
⑴  日本学術会議の活動に協力する「協力学術研究団
日本国内最大級の電子ジャーナルプラットフォームJ-STAGE―国際発信力強化に向けた取り組み―
図5　現在のJ-STAGE（左）と開発中の新画面イメージ（右）
（出所）筆者作成。
図6　モバイル画面イメージ
（出所）筆者作成。
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